
 

 

 

 

 

『２学期の出来事』 

                          校長 勝  幸 八 

 
早いものでもう２学期が終わりました。この２学期は「中高合同体育大会」から始ま

り「西高祭」等をはじめ多くの行事がありました。２年生では「修学旅行」が、3年生で
は「卒業レポート発表会」が大きな行事でした。また小中高一貫教育の取組では「心の
教育講演会」、「人権学習」、「イングリッシュデー」等を実施しました。「心に響く人生の
達人セミナー」、能狂言の「芸術鑑賞会」もありました。もちろん３年生は進学就職試験
という大きな試練がありましたが、これはまだまだ続いています。 
修学旅行は４泊５日で関西の大学での留学生との交流から始まりました。この交流で

は生徒たちが小値賀のことを英語で紹介しました。その後、英語での交流を予定してい
ましたが、留学生の方々は母国語と日本を話す方が多く、残念ながらほとんど日本語で
の交流となってしましました。しかし、文化の違いを知ることでは発見があったことと
思います。奈良では古都奈良の文化財として世界遺産に登録されている春日大社、東大
寺、薬師寺を見学しました。その歴史的な背景等を事前に調べ、実際に見て聞いて歴史
の流れにふれました。また、野崎島の鹿とちがい人に慣れた鹿との交流もありました。
大阪卸売市場では、その広さと取引される生鮮食料品の多さに驚き、長崎県からの海産
物が多く取引されていると聞き親しみを感じました。安川電機では最先端の産業ロボッ
ト技術を見ることができました。ユニバーサルスタジオジャパンでの体験、劇団四季に
よる「キャッツ」のミュージカルの鑑賞も感激したようです。この他、福岡の大宰府天
満宮や九州国立博物館の見学など多くの体験が思い出に残る修学旅行となったようです。 
３年生の卒業レポート発表会は、今年はじめて町議会議場での発表となりました。2学

期に入って議場での発表が決まり生徒は驚いたことと思います。また、そのため発表ま
での準備時間も十分確保することができないなかでの発表となりました。３班に分かれ
てそれぞれ「観光客を増やすために小値賀にある観光資源を生かす」、「北松西高校の生
徒数を増やすためには」、「小値賀の人口減少を抑制するためには」のテーマで発表しそ
の方法を提案しました。 
心に響く人生の達人セミナーは、小値賀出身で富士ゼロックスやソニーで大規模プロ

グラム開発やプロジェクト管理の仕事をされていた中村淳氏を招いてお話を伺いました。
生徒たちは本の紹介や東京の地理、大谷翔平選手の目標管理シートなどの話に興味を持
ったようです。 
心の教育講演会では、自分も相手も大切にしながら自分の気持ちを言葉で伝える方法、

アサーションについて学び練習しました。言葉で伝えられるメッセージは３５％、話し
ぶり、動作、ジェスチャー、相手との間の取り方等、言葉以外の手段によって伝えられ
るメッセージが６５％、この３５％の伝え方を勉強しました。 
２学期の行事のいくつかを思い返してみました。生徒たちは勉強や部活動でももちろ

んいろいろな体験を積み重ねています。自分の経験だけでなく他人の経験からも学び生
きる知恵として欲しいと思います。これを読まれている皆様が良い年を迎えられますこ
とをお祈り申し上げ、これで平成２９年最後の記事とします。 
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校外模試３年(センター試験直前対策)～３日 

冬季学習会（３年）～５日 

出初式参加（吹奏楽部） 

始業式、冬季課題確認テスト(１・２年) 

冬季課題確認テスト(１・２年)、３年考査時間割発表、朝学タイム開始 

センター試験～１４日 

消費生活支援講座（３年）、二次特編授業開始 

３年学年末考査～１９日 

漢字検定 

校外模試１･２年 

校外模試２年 

駅伝大会 

郷土料理教室（３年） 

保健指導（３年） 

自宅学習開始（３年） 

 
 

小中高一貫教育後期「人権学習」 

 １２月１日（金）本校体育館において人権学習を実施しました。小中高一貫教育の合

同行事で、 後期の生徒（小値賀中学校２・３年生、北松西高校全生徒）を対象に、お互
いの良さを認め合うことで他者理解を促進し、人間関係を深める態度を育てることを目
的に実施しています。 

今年度はリフレーミング、ワークショップ、グループ発表を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

リフレーミング            グループ発表 

 

―生徒感想―（１年男子） 

 私は自分のことをあきらめが悪く、面倒くさがりだと思っていました。しかしリフレ
ーミングにより「あきらめがわるい」は「チャレンジャー」と、「面倒くさがり」は「お
おらか」と言いかえることができました。普段の生活のなかで嫌だなと思うことは、リ

フレーミングをしてできるだけプラス思考でいきたいと思います。 

 発表の中で「物は見方」とい言葉がありました。見方を変えるだけで違ったことに気
づけると思うので普段から視点を変えて生活していきたいです。今回の活動を忘れず、
悪く考えるのではなく前向きに考えていきたいです。 
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 １２月１９日（火）本校において、小中高一貫教育の一つとして、小値賀小学校５・

６年生、小値賀中学校全校生徒、北松西高校全生徒を対象に English Day が実施されま

した。英語カルタ、トレジャーハントの企画で校種間を超えてお互いを理解しながら協

力して取り組んでいました。 

 

 

 

 

 

 

英語カルタ        How are you?   トレジャーハントの出来は？ 

 

 

卒業レポート発表会 

 １２月２１日（木）、町議場において３学年の卒業レポート発表会がありました。３班

に分かれて、それぞれテーマを決め、１学期から取り組み、その成果を発表しました。

今回は町議会の皆さんや小値賀中学校の先生方も一緒に視聴し発表の様子を熱心に聞き

入っていました。発表後は参加者との質疑応答を活発に行いました。 

 

１班「観光客の増加のために小値賀にある観光資源を生かす」 

岩下勇斗、神川翼、筒井友貴、福﨑礼一 

 

２班「北松西高校の生徒数を増やすためには」 

﨑村博一、川口梨花、永田美咲、松永奈々 

 

３班「小値賀の人口減少を抑制するためには」 

伊藤翔太、坂井聖、馬田有香、村中秋穂 

 

１班のプレゼン     質疑に答えています     在校生の質問 

２学年修学旅行 

１２月４日（月）から１２月８日（金）の５日間、２学年団が修学旅行に行ってきま

した。天候にも恵まれ、事故や怪我等もなく、無事に日程を終えることが出来ました。 

 生徒達は、普段とは違う環境の中で多くのことを学ぶことができました。 

 ― 旅 行 行 程 ― 

１日目：梅田スカイビル  

２日目：国際交流（関西国際大学）・春日大社・東大寺・薬師寺（説法体験） 

大阪四季劇場 

３日目：京都市内班別自主研修 

４日目：企業訪問（卸売市場工場）・ユニバーサルスタジオジャパン 

５日目：企業訪問（安川電機）・九州国立博物館・太宰府天満宮 

 

 

 

 

 

 

 

梅田スカイビル      国際交流     劇団四季キャッツ 

 

 

 

 

 

 

東大寺        薬師寺     金閣寺(京都自主研修) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 松のひとりごと・・・ 

今年も残すところあと数日となりました。やり残したことはありません

か？来年の干支は戌年です。新年に向けて新たな決意を持ち次の学年の準備

を始めましょう。 


